
雲
南
ビ
ル
マ
戦
線
撤
退
、

終
戦
、
復
員
ま
で
　 大阪
府
　
岩
屋
明
治
　 

昭
和
十
九
年
五
月
十
日
、
西
部
第
五
十
四
部
隊
輜
重
兵
十
八

連
隊
に
教
育
召
集
。
昭
和
十
九
年
八
月
十
五
日
、
召
集
解
除
さ

れ
る
。
昭
和
十
九
年
九
月
十
日
、
長
崎
県
大
村
歩
兵
第
四
十
六
連
隊

に
召
集
、
同
日
小
学
校
仮
兵
舎
に
分
宿
す
る
。

十
五
日
、
長
崎
港
よ
り
乗
船
、
台
湾
・
高
雄
経
由
マ
ニ
ラ
新

嘉
波
（
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
）
港
上
陸
、
マ
レ
ー
半
島
を
鉄
道
に
て

北
上
、
ノ
ン
ワ
ラ
、
ド
ッ
ク
、
泰
緬
鉄
道
の
分
岐
点
、
モ
ー
ル

メ
ン
、
ぺ
ー
グ
ト
ン
グ
、
マ
ン
ダ
レ
ー
経
由
、
ラ
シ
オ
駅
に
到

着
。
駅
前
広
場
に
て
約
一
時
間
待
機
中
に
握
り
飯
を
一
人
当
り

六
個
受
領
。
水
筒
に
水
を
補
給
し
て
夕
方
七
時
頃
だ
っ
た
と
思

う
。
輜
重
隊
の
車
両
三
十
五
台
に
分
乗
。
途
中
、
ナ
ン
カ
ン
、

腕
町
を
通
過
し
て
芒
市
に
到
着
し
た
の
は
十
月
十
八
日
の
昼
頃

だ
っ
た
と
思
う
。

各
部
隊
の
将
校
一
人
、
下
士
官
二
人
が
歩
兵
、
工
兵
、
山
砲
、

野
砲
、
騎
兵
、
輜
重
通
信
兵
、
衛
生
兵
、
無
線
の
各
部
隊
の
補

充
要
員
受
領
、
引
率
し
て
帰
っ
て
行
っ
た
。

私
は
輜
重
兵
百
三
十
人
を
引
率
し
て
、
受
領
の
将
校
、
下
士

官
、
兵
と
共
に
、
芒
市
駐
留
の
師
団
輜
重
、
一
中
隊
、
二
中
隊
、

三
中
隊
、
四
中
隊
に
振
り
分
け
ら
れ
、
私
は
連
隊
本
部
付
き
と

な
る
。
早
速
、
副
官
に
着
任
の
申
告
の
た
め
本
部
に
到
着
し
た
。
私

達
補
充
要
員
を
輸
送
し
て
い
た
自
動
車
は
各
中
隊
に
戻
っ
て
行

っ
た
。
私
の
任
務
は
連
隊
付
き
将
校
と
し
て
第
一
中
隊
、

第
二
中
隊
、

第
三
中
隊
、
第
四
中
隊
の
車
両
お
よ
び
輓
馬
、
駄
馬
の
確
保
と

乗
用
車
の
確
保
等
お
よ
び
自
動
車
の
出
動
、
軍
馬
の
出
動
の
要

請
に
応
じ
、
こ
れ
に
対
処
す
る
等
で
あ
る
。

そ
の
間
、
十
一
月
三
日
、
工
兵
連
隊
長
の
小
室
中
佐
守
備
の

龍
陵
が
敵
軍
に
占
領
さ
れ
た
責
任
を
と
り
中
佐
自
ら
自
決
さ
れ

ま
し
た
。
代
わ
り
に
歩
兵
第
百
十
三
連
隊
第
八
中
隊
長
石
田
徳

二
郎
大
尉
が
守
備
隊
長
に
着
任
し
た
。



龍
陵
か
ら
撤
退
し
た
第
三
大
隊
は
歩
兵
第
百
十
三
連
隊
に
復

帰
し
た
が
、
休
養
の
暇
も
無
く
埼
山
陣
地
の
守
備
に
つ
い
た
。

中
国
重
慶
遠
征
軍
は
七
個
師
団
約
七
万
の
兵
力
を
も
っ
て
龍
陵

を
占
領
し
、
十
一
月
中
に
日
本
軍
を
撤
退
さ
せ
る
た
め
に
包
囲

作
戦
の
総
攻
撃
を
開
始
し
た
。
グ
ラ
マ
ン
戦
闘
機
等
で
毎
日
攻

撃
さ
れ
、
我
が
方
の
損
害
は
甚
大
に
て
、
半
数
以
上
が
損
害
を

受
け
、
実
際
に
は
全
滅
に
近
い
損
害
を
受
け
た
。

昭
和
二
十
年
一
月
頃
よ
り
敵
遠
征
軍
は
後
方
遮
断
を
図
り
、

兵
器
弾
薬
を
空
輸
投
下
し
て
進
出
し
て
来
た
。

こ
の
た
め
当
時
、

第
四
中
隊
自
動
車
奥
村
小
隊
は
ク
ツ
カ
イ
、
パ
ン
カ
イ
の
陣
地

守
備
に
就
い
て
い
た
。

敵
の
輸
送
機
の
物
量
投
下
が
夕
方
に
な
っ
て
終
わ
る
と
間
も

な
く
、
迫
撃
砲
弾
が
公
路
道
上
に
着
弾
、
軍
路
道
は
い
た
る
所

破
壊
さ
れ
て
自
動
車
の
通
行
は
不
可
能
に
な
っ
た
。
ま
た
第
二

中
隊
の
車
両
は
敵
の
迫
撃
砲
の
直
撃
弾
を
受
け
て
道
路
下
に
転

落
し
、
約
十
両
の
内
五
両
が
使
用
不
可
能
に
な
っ
た
。
ま
た
日

時
が
明
確
で
は
な
い
が
ナ
ン
カ
ン
、
腕
町
（
ワ
ン
チ
ン
）
へ
物

資
輸
送
中
の
第
三
中
隊
の
車
両
が
敵
迫
撃
砲
の
攻
撃
を
受
け
被

弾
し
た
。

当
時
、
腕
町
は
寺
田
部
隊
が
警
備
中
で
あ
っ
た
。
我
が
軍
は

第
三
十
三
軍
司
令
官
の
命
令
に
よ
り
龍
陵
放
棄
と
な
り
芒
市
周

辺
の
防
御
と
な
っ
た
が
、
情
勢
の
変
化
に
よ
り
ビ
ル
マ
国
境
の

腕
町
に
お
い
て
持
久
戦
を
行
う
よ
う
作
戦
任
務
が
変
更
さ
れ

た
。
傍
受
電
に
よ
れ
ば
遠
征
軍
は
十
一
月
十
八
日
、
十
九
日
か

け
て
、
芒
市
総
攻
撃
を
企
画
し
て
い
た
。
し
か
し
第
五
十
六
師

団
は
こ
の
総
攻
撃
に
一
撃
を
加
え
、
二
十
二
日
か
ら
二
十
四
日

の
間
に
逐
次
芒
市
付
近
か
ら
撤
退
す
る
予
定
で
あ
っ
た
。

敵
の
総
攻
撃
は
十
九
年
十
一
月
十
九
日
夜
か
ら
開
始
さ
れ

た
。
第
三
十
三
軍
司
令
部
高
級
参
謀
辻
政
信
大
佐
の
「
勝
算
な

し
」
と
の
意
見
に
軍
司
令
部
各
部
隊
に
は
十
九
日
急
遽
撤
退
が

命
じ
ら
れ
た
。
私
は
昭
和
十
九
年
十
月
十
八
日
連
隊
本
部
に
着

任
し
た
ば
か
り
で
師
団
経
理
部
よ
り
連
隊
本
部
宛
に
糧
秣
三
ト

ン
を
龍
陵
守
備
隊
に
輸
送
す
る
命
を
受
け
た
。
龍
陵
市
街
入
口

の
龍
陵
峠
付
近
ま
で
の
輸
送
の
命
令
で
あ
る
。

十
月
三
十
一
日
夕
方
五
時
頃
だ
っ
た
と
思
う
。
出
発
準
備
の

た
め
芒
市
の
野
戦
倉
庫
へ
直
行
し
、
第
一
中
隊
長
、
第
二
中
隊

長
に
協
力
要
請
を
行
い
、
兵
六
十
三
人
、
下
士
官
三
人
の
編
成

で
、
陽
も
落
ち
た
真
っ
暗
の
中
で
百
俵
の
麻
袋
を
百
二
十
俵
に



入
れ
替
え
た
。
こ
れ
を
駄
馬
の
鞍
の
両
脇
に
、
幾
分
で
も
馬
の

負
担
を
軽
く
す
る
た
め
に
細
長
く
た
ら
し
夜
行
軍
に
て
出
発
す

る
。
公
路
は
二
千
メ
ー
ト
ル
級
の
連
山
で
、
山
裾
の
道
を
一
気

に
突
き
走
る
。
山
の
稜
線
に
敵
兵
が
ウ
ロ
ウ
ロ
し
て
お
り
、
い

つ
、
ど
こ
か
ら
射
撃
し
て
く
る
か
わ
か
ら
な
い
。
携
帯
灯
を
つ

け
よ
う
も
の
な
ら
敵
機
機
関
銃
の
一
斉
射
撃
で
一
た
ま
り
も
な

い
の
で
懐
中
電
灯
を
下
士
官
三
人
に
持
た
せ
て
行
軍
を
し
た
。

到
る
所
に
敵
飛
行
機
の
爆
撃
で
大
き
な
穴
が
出
来
て
お
り
、

何
度
と
な
く
駄
馬
が
け
つ
ま
づ
き
何
頭
か
倒
れ
、
馬
が
い
な
な

い
て
困
り
果
て
ま
し
た
。
山
裾
を
う
ね
り
く
ね
り
し
て
龍
陵
市

街
入
口
の
龍
陵
峠
に
さ
し
か
か
り
、

こ
こ
を
通
り
過
ぎ
た
こ
ろ
、

我
が
輜
重
隊
の
物
資
集
積
地
友
軍
の
兵
隊
で
あ
る
第
三
大
隊
の

行
李
班
の
上
等
兵
、
苦
力
の
二
名
が
集
積
地
に
誘
導
し
て
く
れ

た
。こ
こ
で
責
任
者
の
貝
島
中
尉
殿
に
報
告
、
そ
し
て
三
十
分
位

休
息
し
、
馬
に
も
水
、
馬
糧
を
与
え
た
。
夜
の
明
け
ぬ
間
に
芒

市
に
帰
隊
す
る
こ
と
に
し
た
が
、
途
中
敵
の
待
ち
伏
せ
に
会
う

こ
と
が
予
想
さ
れ
た
の
で
、
龍
陵
峠
を
降
り
て
公
路
上
に
出
て

か
ら
尖
兵
斥
候
と
し
て
山
本
軍
曹
、
吉
本
上
等
兵
、
安
永
兵
長

の
三
名
を
三
百
メ
ー
ト
ル
位
先
行
さ
せ
た
。
も
し
異
常
の
あ
る

場
合
は
一
名
が
連
絡
す
る
こ
と
、
合
言
葉
は
「
梨
」「
十
郎
」

と
決
め
た
。
兵
と
兵
と
の
間
隔
は
三
十
メ
ー
ト
ル
位
に
し
て
進

む
よ
う
に
言
い
聞
か
せ
た
。
二
時
間
位
前
進
し
て
中
隊
を
一
端

停
止
し
て
前
方
を
見
る
と
、
約
二
、
三
百
名
ぐ
ら
い
の
軽
機
関

銃
二
挺
を
持
っ
た
部
隊
が
曲
が
り
く
ね
っ
た
壁
下
に
ひ
そ
み
、

待
ち
伏
せ
し
て
い
る
と
の
連
絡
が
あ
っ
た
。

三
百
メ
ー
ト
ル
位
後
退
し
て
右
側
三
百
メ
ー
ト
ル
位
の
山
裾

に
広
が
る
芦
の
草
原
を
迂
回
し
、
お
お
よ
そ
目
算
で
二
千
メ
ー

ト
ル
位
隠
密
行
動
し
つ
つ
敵
の
射
撃
攻
撃
が
届
か
な
い
所
ま
で

前
進
し
た
。

強
行
軍
で
本
道
の
公
路
上
に
出
て
、
夜
の
明
け
ぬ
間
に
芒
市

の
野
戦
倉
庫
に
帰
着
、
直
ち
に
連
隊
本
部
の
経
理
部
長
宮
本
中

佐
に
報
告
し
た
。「
中
隊
を
解
散
し
て
各
中
隊
に
帰
隊
さ
せ
よ
」

と
の
命
令
で
、
各
隊
に
帰
隊
さ
せ
た
。
時
は
十
一
月
一
日
、
夜

明
け
の
東
の
空
が
薄
明
る
く
な
っ
た
六
時
頃
で
、
重
大
な
任
務

を
果
た
し
た
満
足
感
に
あ
ふ
れ
た
。

昭
和
十
九
年
十
一
月
ご
ろ
、
第
三
十
三
軍
司
令
官
は
第
五
十

六
師
団
に
対
し
て
、
龍
陵
放
棄
の
命
を
下
し
て
芒
市
周
辺
の
防



御
を
命
じ
た
。
し
か
し
そ
の
後
情
勢
の
変
化
に
よ
り
、
ビ
ル
マ

国
境
の
腕
町
に
お
い
て
持
久
戦
に
突
入
す
る
作
戦
を
命
じ
た
。

敵
の
総
攻
撃
は
、
昭
和
十
九
年
十
一
月
十
九
日
夜
明
け
か
ら
開

始
さ
れ
た
。
軍
司
令
部
は
各
部
隊
に
十
九
日
中
に
「
早
急
に
撤

退
す
べ
し
」
と
発
令
し
た
。

各
部
隊
は
昭
和
二
十
年
の
正
月
は
腕
町
で
迎
え
た
。
歩
兵
百

十
三
連
隊
長
松
井
少
将
は
昭
和
十
九
年
十
二
月
十
八
日
付
き
で

ビ
ル
マ
方
面
軍
司
令
部
付
と
な
り
、
後
任
に
大
須
賀
大
佐
が
十

二
月
三
日
着
任
し
た
。
昭
和
二
十
年
一
月
五
日
五
鈴
山
山
麓
に

て
連
隊
本
部
全
員
が
整
列
し
、
挙
手
の
礼
を
続
け
つ
つ
涙
の
中

で
松
井
少
将
を
見
送
っ
た
の
で
あ
る
。

腕
町
が
主
戦
場
だ
っ
た
各
部
隊
は
、
一
月
二
十
五
日
師
団
よ

り
撤
退
命
令
を
受
け
る
。
各
部
隊
（
連
隊
）
主
力
は
、
一
月
十

七
日
腕
町
の
南
西
部
都
市
ナ
ン
カ
ッ
パ
北
方
サ
ン
パ
ー
プ
に
兵

力
を
集
結
す
る
。
龍
兵
団
第
五
十
六
師
団
は
昭
和
十
七
年
五
月

以
来
満
二
年
九
カ
月
振
り
に
雲
南
省
駐
留
地
か
ら
完
全
撤
退
し

た
。
ビ
ル
マ
方
面
軍
は
昭
和
二
十
年
五
月
上
旬
頃
か
ら
患
者
や

作
戦
に
必
要
な
い
後
方
部
隊
を
、
ケ
マ
ピ
ユ
よ
り
サ
ル
ウ
ン
河

を
渡
河
し
、
タ
イ
国
チ
ェ
ン
マ
イ
に
後
退
す
る
よ
う
に
指
示
し

た
。
軍
は
終
戦
前
（
八
月
十
五
日
）

、
師
団
の
み
な
ら
ず
タ
イ

国
駐
留
第
三
十
九
軍
は
チ
ェ
ン
マ
イ
に
延
べ
五
十
万
人
分
の
糧

秣
を
確
保
す
る
よ
う
に
、
境
部
隊
方
面
軍
貨
物
廠
に
命
じ
た
。

昭
和
二
十
年
六
月
二
日
付
を
も
っ
て
、
私
は
陸
軍
少
尉
に
任
官

し
た
。
ま
た
境
部
隊
よ
り
三
十
名
を
タ
イ
国
ク
ン
ヤ
ム
に
派
遣

し
た
。
第
五
十
六
連
隊
輜
重
隊
は
、
二
十
年
六
月
一
日
ご
ろ
よ
り
ビ

ル
マ
、
ケ
マ
ビ
ュ
ー
よ
り
タ
イ
国
領
ワ
ン
ユ
ム
へ
患
者
八
百
名

の
輸
送
を
命
ぜ
ら
れ
た
。
患
者
輸
送
促
進
の
た
め
連
隊
本
部
西

山
中
尉
を
ケ
マ
ビ
ュ
ー
に
派
遣
し
た
。
龍
兵
団
の
第
一
野
戦
病

院
は
サ
ル
ウ
イ
ン
河
の
対
岸
チ
ョ
ベ
ニ
ー
に
第
一
患
者
中
継
所

を
設
け
、
タ
イ
国
チ
ェ
ン
マ
イ
ま
で
の
経
路
と
し
て
ク
ン
ヤ
ム

を
起
点
と
し
た
北
廻
り
三
百
六
十
キ
ロ
、
南
廻
り
二
百
七
十
キ

ロ
、
中
央
を
通
る
中
廻
り
百
八
十
キ
ロ
で
あ
っ
た
。
ケ
マ
ビ
ュ

ー
よ
り
ク
ン
ヤ
ム
ま
で
は
約
五
十
キ
ロ
の
行
程
で
あ
る
。
昭
和

二
十
年
八
月
十
五
日
頃
だ
と
思
う
が
記
憶
は
定
か
で
は
な
い
。

輜
重
兵
第
五
十
六
連
隊
池
田
部
隊
本
部
は
ビ
ル
マ
領
ナ
ン
ペ
の

北
方
四
十
キ
ロ
に
あ
り
て
残
存
部
隊
を
指
揮
し
、
患
者
輸
送
お

よ
び
糧
秣
の
護
送
と
後
方
担
当
の
地
区
警
備
に
任
じ
て
い
た
。



八
月
二
十
二
日
師
団
長
は
各
部
隊
に
対
し
、
タ
イ
国
領
チ
ェ

ン
マ
イ
に
集
結
を
命
じ
た
。
師
団
は
各
部
隊
の
タ
イ
国
領
チ
ェ

ン
マ
イ
集
結
の
た
め
撤
退
路
偵
察
の
た
め
の
要
員
と
し
て
師
団

命
令
と
し
て
輜
重
兵
五
十
六
連
隊
池
田
部
隊
本
部
付
き
野
口
中

尉
を
軍
司
令
部
に
派
遣
し
た
。
師
団
司
令
部
は
撤
退
路
偵
察
隊

の
要
員
と
し
て
各
部
隊
よ
り
将
校
一
名
、
経
理
部
、
獣
医
部
、

軍
医
部
よ
り
将
校
一
名
、
兵
は
各
部
隊
よ
り
一
名
づ
つ
に
よ
り

野
口
中
尉
隊
長
以
下
四
十
名
の
偵
察
隊
を
編
成
し
た
。

北
廻
り
、

中
廻
り
、
南
廻
り
の
撤
退
路
の
地
図
を
作
成
し
、
こ
れ
ら
を
つ

な
ぎ
合
わ
せ
て
大
き
な
一
枚
の
地
図
を
造
り
上
げ
、
バ
ン
ビ
ヤ

ン
ま
で
が
出
来
上
が
っ
た
。

バ
ン
ビ
ヤ
ン
か
ら
チ
ェ
ン
マ
イ
ま
で
は
自
動
車
用
道
路
で
偵

察
の
必
要
な
し
と
判
断
し
て
、
出
発
地
点
の
ナ
ン
ペ
に
帰
隊
す

る
こ
と
が
出
来
た
。
北
廻
り
は
メ
ー
ホ
ー
ソ
ン
ホ
イ
パ
ー
に
は

患
者
輸
送
中
継
所
を
設
立
し
た
。
南
廻
り
は
メ
サ
リ
ア
ン
等
数

カ
所
に
中
継
所
を
設
立
、
中
廻
り
は
メ
ナ
チ
ョ
ン
、
バ
ン
カ
ツ

に
中
継
所
を
設
立
し
た
。
こ
の
撤
退
路
を
通
っ
て
タ
イ
国
チ
ェ

ン
マ
イ
に
到
着
し
た
兵
隊
は
約
三
万
名
位
で
あ
っ
た
と
思
う
。

ま
た
菊
兵
団
第
十
八
師
団
も
残
存
部
隊
を
タ
イ
国
チ
ェ
ン
マ
イ

に
集
結
し
た
。
勇
兵
団
（
第
二
師
団
）

、
祭
兵
団（
第
十
五
師
団
）

、

弓
兵
団
（
第
三
三
師
団
）
も
同
じ
で
あ
る
。
安
兵
団
（
第
五
三

師
団
）
歩
兵
第
百
十
三
連
隊
（
大
須
賀
部
隊
）
主
力
は
、
十
月

二
十
日
頃
に
チ
ェ
ン
マ
イ
に
到
着
し
た
。
輜
重
兵
第
五
十
六
連

隊
主
力
お
よ
び
残
存
部
隊
も
十
一
月
上
旬
に
集
結
を
終
わ
っ

た
。チ
ェ
ン
マ
イ
は
タ
イ
国
の
首
都
バ
ン
コ
ク
北
方
六
百
キ
ロ
の

位
置
に
あ
り
、
メ
ビ
ン
河
畔
の
古
都
で
、
チ
ェ
ン
マ
イ
県
の
都

と
し
て
タ
イ
国
北
部
最
大
の
町
で
あ
る
。
武
装
解
除
は
パ
ン
カ

ツ
で
行
わ
れ
、
私
物
の
軍
刀
や
拳
銃
も
撤
退
中
に
メ
ナ
ム
河
に

投
げ
捨
て
丸
腰
で
あ
っ
た
。
軍
服
は
ぼ
ろ
ぼ
ろ
で
浮
浪
者
同
然

の
姿
で
あ
っ
た
。
将
校
連
中
は
多
少
は
良
か
っ
た
が
、
下
士
官
、

兵
隊
は
あ
わ
れ
で
あ
っ
た
。

チ
ェ
ン
マ
イ
に
は
一
カ
月
も
駐
留
す
る
こ
と
な
く
、
ナ
コ
ン

ナ
ヨ
ー
ク
に
集
結
を
命
じ
ら
れ
た
。
十
一
月
十
九
日
チ
ェ
ン
マ

イ
を
出
発
す
る
。
北
の
端
か
ら
六
百
キ
ロ
の
長
旅
で
あ
っ
た
。

十
一
月
二
十
三
日
ラ
ウ
ン
バ
ン
到
着
。
こ
の
間
五
日
間
の
山

岳
地
帯
の
旅
で
あ
っ
た
。
ラ
ウ
ン
バ
ン
は
タ
イ
国
第
三
番
目
の

都
会
で
あ
ま
り
高
い
山
岳
地
帯
も
な
く
平
原
の
旅
で
あ
っ
た
。



十
二
月
二
十
三
日
、
ク
ロ
ー
カ
ン
で
休
養
、
メ
ナ
ム
河
沿
い
の

南
の
旅
が
続
く
。

十
二
月
二
十
五
日
、
ナ
コ
ン
サ
ワ
ン
―
ノ
ン
ホ
イ
間
は
列
車

で
移
動
し
た
。
十
二
月
二
十
七
日
は
バ
ン
ナ
の
寺
院
で
宿
泊
す

る
。
十
二
月
三
十
日
ナ
コ
ン
ナ
ヨ
ー
ク
に
到
着
す
る
。
ナ
コ
ン

ナ
ヨ
ー
ク
は
タ
イ
国
の
首
都
バ
ン
コ
ク
の
東
北
百
四
十
キ
ロ
の

地
点
で
あ
る
。
実
に
四
十
日
間
の
長
旅
で
あ
っ
た
。
我
々
は
前

部
隊
の
既
設
の
兵
舎
に
入
っ
た
。
こ
の
宿
舎
は
イ
ギ
リ
ス
軍
が

捕
虜
収
容
所
の
予
定
で
建
設
し
、
有
刺
鉄
線
で
兵
舎
の
周
囲
を

張
り
巡
ら
し
て
い
た
。

け
れ
ど
部
隊
全
員
は
捕
虜
に
な
っ
た
と
い
う
意
識
は
な
か
っ

た
。
ビ
ル
マ
戦
線
で
最
強
の
兵
団
と
し
て
最
後
ま
で
戦
い
を
交

え
、
敵
遠
征
軍
お
よ
び
イ
ギ
リ
ス
軍
、
ア
メ
リ
カ
軍
を
最
後
ま

で
ふ
る
え
あ
が
ら
せ
た
日
本
軍
最
強
の
九
州
兵
団
で
、
敗
戦
の

意
識
は
全
く
な
く
元
気
旺
盛
で
あ
る
。
ナ
コ
ン
ナ
ヨ
ー
ク
周
辺

に
は
第
十
五
軍
司
令
部
（
森
）

、
第
十
五
師
団
司
令
部（
祭
）

、

第
五
十
六
師
団
司
令
部
（
龍
）
が
収
容
さ
れ
て
い
た
。
兵
団
は

連
隊
単
位
で
自
主
管
理
で
あ
っ
た
。

収
容
所
表
門
に
は
歩
■
が
立
っ
て
い
た
が
、
丸
腰
で
あ
り
通

行
は
自
由
で
あ
っ
た
。
我
々
捕
虜
に
は
強
制
労
働
は
な
か
っ
た

が
、
自
主
的
に
は
道
路
の
作
業
が
各
隊
に
割
り
当
て
ら
れ
、
一

日
の
労
働
時
間
は
三
時
間
程
で
あ
っ
た
。
給
与
面
で
は
定
量
以

下
で
あ
っ
た
が
、
野
菜
や
肉
が
少
し
づ
つ
支
給
さ
れ
た
の
で
栄

養
失
調
に
は
な
ら
な
か
っ
た
。

ナ
コ
ン
ナ
ヨ
ー
ク
で
の
捕
虜
生
活
も
六
カ
月
ほ
ど
で
終
わ

り
、
い
よ
い
よ
復
員
の
日
が
近
づ
い
て
き
た
。
昭
和
二
十
一
年

五
月
十
四
日
、
ナ
コ
ン
ナ
ヨ
ー
ク
出
発
、
五
月
十
六
日
、
列
車

で
バ
ン
コ
ク
に
到
着
、
直
ち
に
乗
船
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

五
月
十
七
日
出
帆
、
ゆ
っ
く
り
と
メ
ナ
ム
河
を
下
り
、
河
畔

の
椰
子
林
は
果
て
る
こ
と
な
く
続
き
、
船
か
ら
眺
め
る
こ
の
風

景
も
こ
れ
が
最
後
で
、
終
生
忘
れ
る
こ
と
な
い
風
景
で
あ
っ
た
。

船
は
一
路
南
下
し
て
ア
ン
ダ
マ
ン
海
に
出
て
内
地
の
港
を
目
指

し
て
進
ん
で
行
く
。
ど
こ
の
港
に
着
く
や
ら
、
長
い
思
い
出
、

一
生
忘
れ
得
ぬ
戦
争
の
面
影
を
脳
裏
に
刻
み
、
去
来
す
る
種
々

の
出
来
事
を
捨
て
去
っ
て
、
九
州
佐
世
保
港
に
上
陸
し
、
復
員

し
た
。




